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Ⅰ　問題と目的
　学校現場における教師のメンタルヘルスが社会問題化して久しい。その背景には様々な
次元の要因が複雑に絡まり合って存在しているため，問題解決のためのアプローチもあら
ゆる角度から追究される必要がある。このような中で，筆者は教職志望学生に対する予防
的心理教育の重要性に着目し，特にハイリスク群である若手教師のストレスマネジメント
能力向上を目的とした心理教育プログラムの開発に取り組んでいる。その一環として，プ
ログラム作成の基礎資料となる個別事例の収拾と分析を目的として調査を実施した。スト
レッサーに関する部分については既に報告した（山田，2012）1）が，本稿では対処行動に
関する部分について検討する。
　本研究では，当初教師のストレスを，ストレッサー，ストレス反応，対処方略および対
処スタイルの 4 つの側面で捉え，それぞれの側面について分析を行う計画であったが，ま
ず具体的な行動の描出と類型化を行うため，本稿では対処方略と対処スタイルを区別せ
ず，対処行動としてまとめて扱うこととする。
　対処行動（コーピング）とは，個人ないし組織が，ストレスを低減するためにとりうる
方策全般を指す，広範な概念（久保，2004）2）である。対処行動に関する先行研究の多く
は，Lazarus& Folkman（1984）3）による「問題焦点型対処行動」と「情緒焦点型対処行

教師の職業ストレスと対処行動

山田美穂（教育心理学科）

Occupational Stress and Coping Behaviors of Teachers

Miho YAMADA （Department of Educational Psychology）

抄　　録
　教職経験者が経験するストレスとそれへの対処についての面接調査から，対処行動に関
する部分を抽出して検討した。質的分析の結果，【健康な生活を維持する】【自分を知る】

【現実に適応する】【サポートを受ける】対処行動が見いだされた。さらにそれらの対処行
動について，教師の職業的特性と併せて考察した。また，若手教師の対処行動選択につい
ての検討をもとに，教職志望学生を対象とした予防的心理教育プログラムのターゲット項
目として，ストレスの実際問題についての知識の習得，自己理解の深まり，予備的セルフ
ケアの実践，現状の認識を踏まえた職業観の形成とストレス対処スキルの習得を挙げた。
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